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プ ロ ジ ェ ク ト 概 要

農業･農村開発協力案件(開発調査)

中 国

C h i n a

案件名
河南省林州市紅旗葉雅浩区施設改善及び節水5t漉計画
Improvement Project of Water Saving and Irrigation Facilityfor
Hongquqi lrrlgation Area in Linzbou City, Henan Province

河南省林州市 Linzhou City, Henan Province

相手国担当機関
河南省水利庁

林州市水利局

Water Conservancy Bureau of Henan Province

Water ConseⅣancy Bureau or Linzbou City

1.事業の背景

林州市は河南省の黄河北岸突出部の最北西隅､山西･河北両省と隣接する辺境地で､ 太行山脈とそれに

連なる山地に囲まれた林州盆地に位置する｡水資源が乏しく､古来､ 極端な水不足に苦しんできた貧困地

域であった｡

1958年頃の大躍進時代に建設された紅旗用水事業は､山西省内を流れる沖章河から取水した用水を､約

300Kmの用水路により林州市-,農業用水･発電用水･飲雑用水･生活都市用水を供給している｡地区内

のの感激面積は54万畝(3万6千ha)で､地区内の人口は98万人である｡

紅旗用水は､建設後約35年を経過して,施設の老朽化や水質の悪化が進んでおり､営農や生活に支障を

来している｡

また､生活都市用水等の需要が年々増加していると共に､水源の河川流量が年々減少しており､当地が半

乾燥地帯にあることからも､限られた水資源を有効に利用する方策が必要となってきた｡

これらの解決策として､老朽化した幹線水路の漏水防止等の施設改善と節水濯概により､水資源の有効利

用を図るものである｡

2.事業社章

1960年代に完成した幹線･支線用水路を改善･整備して､高技術節水濯概の導入により､水資源の有効利

用により､農業の発展を振興し､地域農民の生活向上と安定を図るo

(1)幹線水路の構造強化及び漏水防止整備 107 Km

(2)高技術節水濯概圃場の整備 19, 300 ha

(3)潅概区用水自動管理システムの設置 1式

(4)調整池漏水防止整備 100ケ所

3.事業兼概算

1億3千万元

(18億2千万円)

4.特配事項

当地域は､中国中央政府指定の節水濯淑重点推進全国300地域に含まれている｡また､現在プロ技協

で実施されている中国濯概排水技術開発研修センターで､開発協力が進められている節水濯概技術を実地に適用

する実証7cロシ寸ェクトとしても有望である｡

調査団の構成 篠田日出海､永石義隆 p/F実施期

間

平成8年12月15日-24日

会 社 名 (秩)チェリーコンサルタント 関連企業

担 当 部 課 海外部 担当者 篠田日出海 Tel. 03-3225-3521 Fax. 03_3225_3522

作成1997年1月10日
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1.調 査 目 的

1960年代に建設された紅旗用水事業は､隣省の山西省を流れる章河から取水

した用水を､太行山東麓の断崖絶壁に沿って設置した用水路により､地区内に

導水し､澄渡用水･発電用水･飲雑用水に供していた｡

建設後40年を経過し､施設の老朽化､水質の悪化が懸念されており,また､

中国全土に於いて､水資源の有効活用が喧伝されている｡このような状況下で､

林州市人民政府は､澄渡施設の整備と節水澄渡により､地域農業の発展を促進

し､地域経済の活性化､農民所得の向上､生活の安定を図りたいとしていた｡

当調査は､このような現地情況で､濯概農業を中心とした農業農村開発7Qロシ÷

ェクトを創出することを目的に､案件の発掘を行ったものである｡

2.地 区概要

2.1林州市の概要

林州市の総面積は､ 2,046km2で､そのうち耕地面積は79. 3万畝(528krm2)である.

市の行政機構は､ 17の郷鎮からなり､行政村は543村､自然村は1,771村､及

び10会の居民委員会より構成されている｡

総人口は,約100万人で､その内訳は､非農業人口38万人､農業人口62万人

で,人口密度は489人/km2である.

気候は､暖温帯半湿潤大陸性季節風気候で､四季が顕著に区分でき､日射量

も豊富である｡年平均気温12.7℃､夏季平均気温25.3℃､冬季平均気温-1.1

℃､無霜期間は約180日で､年平均降水量は593mⅢである｡

農業は,小麦･綿花等の畑作物が主で､林業､畜産業を加えて農業総生産高

は11.85億元である｡

工業は､建材製造業､紡績業､家電工業､製薬業､発電事業､石炭採掘業､

冶金機械製造業等で､これらに従事する人口は2.1万人､総生産高は7.9億元で

ある｡

また､郷鎮企業は2.1万企業があり､従~事人口は27.7万人､総生産高は58.2

億元に達している｡

2.2紅旗渠概要

紅旗渠(紅旗用水路)は､ 1960-70年に建設された章河を水源とする水路で､

総延長は約1,500kmで､水路の最大幅は8m､最大水路高は4.3m､潅概面積54

万畝(3.6万ha)であり､他に飲用水､発電に供されている｡

紅旗渠の建設は､中国に於いて"紅旗渠精神''として､故事の｢愚公､山を

移す｣にならったような壮挙で､困難辛苦に打ち勝つ事例として､広く国民の

知るところとなっている｡

この建設の困難と規模は､雑誌｢人民中国｣ (1994年10月号)に紹介されてい

る一部を次ぎに転載する｡



『新中国成立10周年を迎えた1959年10月､林県(1994年1月から｢林州市｣ )

の指導者は､大行山を切り開き章河から水を引いてくるという途方もない計画

を立てた｡

工事は翌60年に開始された｡全中国が深刻な困難に直面していた時期とあっ

て､林県でも1人1日当たりの主食はタンポポのような野草を混ぜてわずか

300グラムというありさまだったが､彼らはおのれの腕と乏しい工具とダイナ

マイトで大自然に挑戦した｡総工費1億2,500万元のうち7,878万元は､林県人

が必死の努力で調達した｡血と汗と189人の生命を代価として､ 2,225万立方メ

ートルの土石が積み上げられ､ついに1970年､全長1,525kmの大用水路､紅旗
渠が完成した｡ (中略)

紅旗渠は､幸福という名の水を林県に与えた｡全県耕地の3分の2が漕艇さ

れ､住民と家畜の飲料水も確保され､住民と生態環境が大幅に改善され､ ｢人

間らしい生活を｣という大昔からの夢が実現された｡｣】

2.3紅旗渠港漉区の現況

溶液区の支配濯慨面積は, 1,374km2､設計濯概面積は47.2万畝(3. 1万ha)､実

概面積は54万畝(3.6万ha)である｡

潅概区内の用水路配置は､幹線､支線､配線用水路の3段階に区分されてい

る｡延長70.6kⅢの総幹線用水路と､第1､第2､第3及び英雄幹線用水路,紅

英幹線用水路､漸南幹線用水路､紅英南､紅英北準幹線用水路など全長233.5k

mの9本の幹線用水路､準幹線用水路が設置されている｡
支線用水路は51本で全長524. 2kmである｡

配線用水路は290本で全長697. 3kmである｡

潅概区には貯水ダムが396ケ所あり､その内:中型ダムが2ケ所,これらの

計画有効貯水量は1億510万m3である｡小型ダムは3ケ所,小型ダムは45ケ所､

溜め池･堰は346ケ所､これらの計画有効貯水量の総容量は2,381万m3である｡

潅概区には､ 14の郷鎮と447の村落があり､これらのダムは､ 60万人の人々

と27方頭の家畜の飲用水及び50ケ所の小型水力発電所､市､郷､村の工業用水

の供給をも兼ねている｡

この港概区は導水､貯水､排水､濯概､発電などの能力を総合的に利用して

いる-つの大型港概区である.

この工事は国民経済が困難な時期に始められたものであるので､先天的に欠

陥や不備のある部分も数多く残されており､それに加えて30年の連用を経たた

め､港概区の運用は,超過運転と故障に悩まされながら続行しているのが客観

的な事実である｡しかし､ 92-95年､既に総幹線用水路と部分工事に対して技

術改革を行った結果､歴然とした節水効果を得ることが出来た｡

しかし､技術改革は総投資の制限を受けたため､工事に取り残された隠れた

弊害はまだ非常に多く､危険区域では,直接送水に影響を与える事態である｡

総幹線用水路は山腹に沿って設置されていて､大部分は開渠で､工事を建設
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した当時は､賃金､材料の欠乏のため建設基準も低いうえに､品質も悪く､高

盛土の用水路岸の地盤は石積みで､用水路の側壁は､練右横である.一部の用

水路は傾斜地の軟弱地盤或いは地滑りによる破損が起こっている｡ 94年末まで

に総幹線水路は､既に18回決壊している｡用水路の決壊は直接送水に影響を与

えるばかりでなく､用水路に沿って存在している数多くの村落は,その下方に

あり､一旦事ある時は村落､土地､樹木を押し流し人民の生命財産を危険にさ

らし､安全を脅かすことになる｡

水路橋下の河川は､洪水期になると,橋桁下と川底間が､土石流によって閉

塞する事がしばしばあり､これは非常に深刻な問題である｡しかも､紅旗渠の

水源も日毎減少しつつあることは､林州市の国民経済の発展を抑制する重要な

要素となっている｡

3.計 画概 要

.3.1計画の要約
約35年前に完成した｢紅旗用水路｣の改修改善及び同用水港概地区内の節水

港概計画である｡

1)総幹線水路の側壁鉄筋コンツクl)-ト強化漏水防止工 20,000m 265万元

2)第一幹線水路の底部漏水防止工

3)第二幹線水路の底部漏水防止工

4)高技術節水港艇
内訳

Q)スプリンクラー港概 20, 000畝

(診点滴港概 30, 000畝

③マイクロ港概 40, 000畝

④パイプ潅概 200, 000畝

5)濯概区用水自動管理システム

6)調整池漏水防止工

計

39, 700m 415万元

47, 600m 299万元

490,000畝 8,800万元
(32, 600ha)

1, 000万元

1, 800万元

2, 400万元

3, 000万元

200万元

100カ所 3, 080万元

13, 059万元
( 18億2,826万円)

3.2計画概要

当濯概区は､ 1965年に供用を開始して以来､ 80年代の初頭に至るまでの年平

均送水量は､ 3.2億m3であった｡この流量は､当時の農地潅概と人畜の飲用水

の需要を基本的に満足することが出来たが､ 80年代以降､農業､工業の発展に

伴い､水の需要量が大幅に増え､章河上流部の水開発利用の結果､濯慨区の導

水量が明らかに減少し､港概効果と利益も甚だしく低下してきた｡

91-94年の年平均導水量は僅か1.4億しかなく,供給と需要の差が大きくな

り､紅旗渠濯概区は新たな水源危機に直面している｡そのために､幹線用水路
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の工事に対して､阻害要因の排除､水路機能の強化､全面的な漏水防止､水の

最適化調整､自動化管理の実施､大々的な節水型澄渡工事などを行い､積極的

に節水港淑新技術を普及することは､現情勢から見て避けて通ることが出来な

い事態となっている｡

(1)総幹線用水路の阻害要因排除と水路機能の強化,第1･第2幹線用水路の

浸透･漏水防止

紅旗渠用水路の総幹線水路の外壁は､石積みの脱離と用水路の老朽化が原因

で､目下のところ､ ｢部の用水路側壁からの漏水のため､この用水路に沿った

村落の安全に､危険を及ぼしており､その危険区間の延長は2万mとなってい

る｡その対策として､水路外壁を全部鉄筋コンクリートで固め漏水を防ぐ方法､

また､洪水を排水する際､流れが悪く､閉塞しやすいパイプガルバートは撤去

し,水路橋に架設替えし､用水路岸の勾配が比較的急で､土砂崩れの起こりや

すい区間の用水路は､閉塞されやすい開渠を暗渠形式に換える方法をとる｡

紅旗渠の第1幹線用水路は､分水嶺から合潤まで全長39.7km､濯淑面積は35.

2万畝(2.3万ha)で､分水嶺から馬店東に至る第2幹線用水路は､全長47.6km､

濯概面積は11.6万畝(0.-77万ha)である｡

目下のところ､この2本の用水路の床版は､老朽化のため漏水が激しく､厚

10cm､耐圧150kg/cⅢ2のコンクリート張り水路に改修する計画とする｡

(2)節水澄渡工事及び節水澄渡技術

紅旗渠の水源は日毎に減少し､澄渡の効果と利益は年々下り坂を辿っている｡

1995年め実濯概面積は24万畝(1. 6ha) (設計面積の僅か50%を占めるに過ぎない)

である｡これは林州市の国民経済の発展に重大な影響を及ぼしている｡この間

題解決の為には､紅旗渠澄渡区に於いて節水型港概工事と節水港概技術の普及

により､単位用水量の効果を向上させることが､緊張した水資源を轡和するた

めの重要な方法の一つである｡

計画としては､澄渡区のダム､溜め池の港概範囲内に於いて､別々に下記の

措置を講じる考えである:

①スプリンクラー潅概

②低圧パイプ送水

③マイクロスプリンクラー濯概

④点滴濯概

2万畝(0. 13万ha)

20万畝(1. 33万ha)

4万畝(0.27万ha)

3万畝(0.20万ha)

節水50%

節水30%

節水50%

節水50%

(3)紅旗渠澄渡区の自動化管理

長期間に於いて､紅旗渠港概区は中国の他の大部分の港概区と同じように､

管理方法及び手段の面で立ち遅れており､基本的には手動計測に依存し､経験

に頼って決定し､その場でゲートをコントロールする方法を取ってきた.この

ような管理手段の運用は､全港概区の系統的パラメーターの把握が不完全であ

ることと､操作員の偶然的な操作ミスをもたらす結果となることもある｡
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また､計測データの読み取り誤差のために､送水及び配水効率が低いなどの

弊害を引き起こすことにもなる｡これ等は結局､科学性､信想性,機動性に乏

しいことと､水量授受の不公平性が工事の効果と利益の発揮に影響を及ぼして

いる｡

紅旗渠濯慨区工事の効果と利益を更に発揮するためには､送水と配水の管理

運用の正確性と信葱性の向上を､そして管理員の労働条件の改善と港概区の近

代化水準の向上を計り､全国の港概区が自動管理の実施のために経験を提供し､

港概区内に於いて自動化管理システムを開発することは,重大な意義を有する

ものである｡

総幹線用水路と管理所の併せて9箇所の計測所で水位,流量､自動監測を実

現する計画である｡

(∋分子嶺-第1 ･第2幹線用水路及び第3幹線用水路のゲートの自動開閉コ
ントロール

②分水嶺-合澗紅英合流地にある2箇所の発電所に対しての遠隔監視;小規

模節水港概モデル圃場の土壌含水量の保持状況の自動監測

③中央管理センターにて､全港概区の水文データ､ゲート開閉状況､水力発

電所の稼動状況を大型スクリーンに表示して､澄渡区の導水､配水最適化の調

整から事務自動化に至るソフトの開発

④全港概区の通報連絡､無線電信伝送ネットワークの建設

(4)ダム･溜め池の漏水防止と貯水調整能力の向上

現在､港概区は｢長藤結爪｣のように建設されていて､小型ダムが45ケ所､

計画有効貯水量は949万m3､溜め池が346ケ所､計画有効貯水量は1, 104万皿3で､

これらの計画有効貯水量の総容量は2,381万Ⅲ3である｡しかし､その大部分は､

浸透､漏水が甚だしいか､或いは未完成工事のため､現実の有効貯水量は僅か

1,500万m3である｡今後の計画としては,ダム､溜め池100ケ所の漏水防止の強

化を計り､その全てが計画有効貯水量に回復するように努力する｡

上記の工事を全部完成するには､土石量が27.2万皿3､練り右横量が2.8万皿3

現場打ちコンクリート或いは鉄筋コンクリートが13.66万m3必要となる｡投資

額は, 13,059万元で､年節水可能量は4,000万皿3に達する｡

4.稔台 所 見

紅旗渠用水は､施設の老朽化が激しく､施設の改修と増強が必要になってい

る｡また､水源の取水可能量が年々減少しており､早急に節水による澄渡が必

要な情況である｡

また､中国政府は食糧増産と三高(高効率･高品質･高収量)農業の実現を強力

に推進しており､地域経済の発展にも適う｡

中国政府水利部は､限られた水資源の有効利用という観点から節水濯概の実

施を奨励している｡また､当地域は政府指定の節水濯慨重点地区300ケ所の-
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つであるため,事業実現の可能性が非常に高い｡

また､現在北京にある日中技術協力プロジェクトの港概排水センターは,中

国北方の節水港概手法の確立と訓練普及を目的としているため､このセンターの協

力成果を､当7oロシ寸ェクトに於いて実用･実証するモデルに位置付けることができ､

プロシヾェクトの評価向上と､限られた自然環境の保護､食糧増産､地域農業の発展

と経済の活性化が期待できると思慮する｡

5.添付資料

海
陸

者
出
義

日

査
田
石

調
篠
永

Fu1i‖川一d

株式会社チェリーコンサルタント 海外部長

株式会社チェリーコンサルタント 技師長

(2)調 査 日 程

1996年12月15日-24日 10日間

日 程 表

日順 月日(曜) 備考 宿泊地

1

'96*

12月15日(日) 移動NH905(東京10~:10-13:15北京) 北京

2 16日(月) 中国濯慨排水技術研修培訓中心表敬 //

(港概排水センンクー)

3 17日(火) 移動航空機CZ3116(北京10:15-ll:30鄭州) 林州

移動自動車(鄭州13:30-17:30林州)

4 18日(水) 林州市人民政府.水利局.農業局. E]

紅旗渠港概区からヒヤリング

現地調査

5 19日(木) 現地調査 //

林州市党書記.副市長と協議

6 20日(金) 移動自動車(林州8:00-12:00鄭州) 鄭州

河南省水利庁表敬.協議

7 21日(土) 移動航空機cz3115(鄭州8:30-9:40北京) 北京

資料整理

8 22日(日) 資料整理 E]

9 皇3日(月) 国家科学技術委員会表敬 E]

水利部報告.協議

農業部表敬

JⅠCA中国事務所表敬.報告
10 24日(火) 帰国NH906(14:50-19:00)(篠田)

帰国JL786(14:00-17:50)(永石)
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(3)中国側調査団

露
善
生
成
林
福
生
生
芥

孟
其
土
虎
用
来
更
永
変

帝
王
曲
劉
陳
元
石
徳
李

(4)面 会 者

魚 屋 将

安田明彦

日高修吾

車谷忠雄

広瀬峰生

飯嶋孝史

章 凌

李 日 旭

毛 万 春

申 富 生

張 善 飛

中共林州市委員会 副書記

林州市人民政府 副市長

政協林州市委員会副主席

林州市農業局 局長

林州市水利局 局長

紅旗渠濯概区管理局 局長

林州市科学技術委員会 主任

林州市計画委員会 副主任

林州市外事排公室副主任

国際協力事業団中国事務所所長助理

中国港淑排水技術開発研修センター チームリータ11-

中国澄渡排水技術開発研修センター 専門家

中国濯概排水技術開発研修センター 専門家

中国濯概排水技術開発研修センター 専門家

中国澄渡排水技術開発研修センター 専門家

水利部国際合作司科技合作処 処長

河南省水利庁副庁長

中共林州市委員会 書記

中共林州市委員会政法委 書記

林州市人民政府 副市長



（5）現地写真

紅旗渠幹線水路

果樹園附リップ潅漑

－　8　－



小　麦　畑・（畝　間　潅　漑）



(6)収集資料リスト

1. ｢紅旗渠港区除陰加固高教苛水項目規矧｣

1996年12月19日 紅旗渠港区管理局

(翻訳) ｢紅旗渠澄渡区危険排除･施設強化･高能率節水フoロシ■ェクト計画｣

2 ･ ｢林州市美子建没高科技苛水域箔工程情況的fE柁｣

1997年1月 林州市水利局

(翻訳) ｢林州市ハイテク節水モテヾlV7oロシヾェクトの状況報告｣

3･ ｢林州市｣ 1996年10月 中共林州市委排公室･林州市人民政府排公室

4･ ｢紅旗渠志｣ 1995年9月 河南省林州市紅旗渠志編纂委員会編

5. ｢水文化論文集｣ 1995年5月 黄河水利出版社
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(7)収集資 料(抜粋)

1. ｢紅旗渠濯区除陰加固高教苛水項目規矧｣

1996年12月19日 麦亡旗渠潅区管理局

(翻訳) ｢紅旗渠港概区危険排除･施設強化･高能率節水プロシ寸ェクト計画｣

iFJ



除趣如園高女帝水項

紅旗渠■瀬区使手河帝省酉北部太市LL･区林嫡

市境肉,育.玖大館山主藤森象力界,産室安阿鼻

界,密封洪河#:区,..北健波涛河,玖波漕河角主

･黄泉滞,エ雀19618年牙始発建, J191:6p5年息干菜竣

工透水, 1昨6阜建成了-,.ニ､三千果,薄区軽

解凍洗面私137.i平方金星,凌甘･湾流嘗壌47. 2才

･宙,葵藤津洗面戟54方宙,輝区内発素腹干､文､

斗三敦布窒,使息千束一条准70.6金星, -､ニ､

三千及美拳千乗,紅英干葉､漸宵手車,~鉦実蘭､

.=塊舟干葉9泰干葉､分千葉,准男133.5公農,東薬

･51寮,息せ･524.2金星,斗渠r2:SO黍,息偲697.3

愈里,凍区内現有育水工雀396座,其中:中型水

'B;B座,親潮共和庫摩10510万立凍, /l､l美水庫

3座,小ⅠⅠ英水庫45.座･,,塘､壊346座,鼻骨麗句

輿補庫摩23$1方立米｡薄区内渉盈14十多額,舶,7

-.&熱村,井遭鼻音68万人,
21了万兵牡育的飲用れ

兼席50多.座小型水亀単車帝鼻村工並用水,長一

十引､p曹,-耕､濯､亀嫁合羽用蹄大型車匿｡

ーl
-
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-



漆工巷始建千国民盤済国務時頼,宮下了教

多.蹄克夫不足,加ぇ30余年釣奉行,薄区工澄渡

期風教,帝清華布,巳長峯現車其｡奄上教各有

東部f7的大力寛蒋--ド, 9･2- 95年巳卦劇対息子巽

串部分干葉卦舟工程鐘布了故木改象,取得了明

畢俄草水激発?

せ鼻,由子故水改遵愛息捷資隈倒,逮留工

凄絶息偲然彼多.,睦工便宜渡歩鳴禽永,息干_!1.･!.

源山贋修建,大･*分力明菜,エ雀発寒之吋,由

子資金材料短錬,建後藤准低､庚量差,高額オ

ー果岸養磯舟干物石,渠堵力白衣果樹石,部分喪
顔.座藩奄斜凍教養或滑吸体上,由子発寒参謀遭

.威滑坊,裁止94年底, .息干葉巳決ロ18凍o采遭
凍ロ,不便喜藤影境線水,且港果多灸村庄審果

落下逸,
--旦出現周鬼,武舎坤紫村卑､土地,

樹木専,戸車危及人民生命財LF安倉., -I-些竜淘

析滴専寒流細常徴発石渡堵塞声量o且紅旗渠泉

源日漸減少,威力-#叶帝国民盤済衆展的主要制

鱒囲･貴之⊥｡漣区宙1･96..5年牙尊重八十年氏初期

年埼引水(欧亜阿陶.f7計,･下同) 3.:.2偲立米,

基本満足食止薄親和人音吃水音求, ^十年伐咲

-

2-
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束,雑音工東亜餌食展,水的育求圭加丸薄河

上薄氷的升教科用,我薄区引水貴明嵐減少,敷

益親戚. 91-･94年牟均引水只有1･4促立米,供

青鎖口建一歩か太,紅旗渠港区部陰新約水源危

机｡

因此;対干葉工程除睦加固,全面防渉,鍾

布水伐催濁度,楽市白歯他管理,大境す水型工

澄,戟敏捷宥常永澄渡新教未巳勢在必布｡

-､息千葉港睦加国工程,I-､ニ干発酵渉

治瀦

紅旗･巽息干葉外堵由子脅石厳寒,渠噂老催,

日常奇弁菜埼湊凍及浄菜危及村庄安金的地段,i

共准2万米,阜帝釆用碗容轟加園外埠防渉,対

-些鮮洪不惨,滴滑安子堵塞偽薬取果使防洪併,

好一盛栄岸攻勢高,易.,i:･生葡方激塞発寒的釆取

胡･菜改暗渠形式｡

紅顔渠一千渠奇弁水蜂至郎河,全壊3･~9･7公

~里,薄洗面戟35.2万宙,ニ干葉自分水峰空身店東,

凍准47.6公里,薄濃蘭軌l･6万宙･日常壊二条

I--#蛍渠底老他,浄水声量,,甘潮主部釆用10厘米

厚.15-○#唾対物防洪｡

--3-
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ニ,軒水工雀清施及す水薄親猿恭

生旗渠水源pF漸減少,津親敦益逐年末娘,

･1-･9-p95年葵除薄洗面載只有24万骨(収古敦甘面戟
蹄51･0%)

,戸重夢鳩首林州帝国民象済薗衆展,

国此,在紅旗菜準星推rす水盤工番傘す水球漉
故木,渡高車食水量敦益,具慶解氷資常祭敢的

重要途雀えーo

甘対立要釆取臥下清適,対干港区庫貸濯親

荘園内分劇釆用:

1､噴薄･2方面,常永50%;

.2､低圧管蛍浄水B･0万宙,草水3O%.;
3,徴噴4方宙,常永50%;

4､清噴3方宙,常永50%

三､ IfE:顔薬-#区日商他管理

･溌漸次束,鉱泉渠輝度同我･国大多数薄区-

#,管理方法和手食客盾,基本上夜寒手工漸童,

餐故決乗車鹿瀬番手-#制牌L1的方鹿,虚用壊些

管理･手段,由子~対塵十藩医素食参･数的了解及凍

偉人周布力騎偶然性,在住:登鹿渡倖央溌サ潮量

凄数不清親等周.嵐, Å商号敦潜水和.配水激辛不

高_,敏乏科学性､耳鼻性､軌功性神水量東嶺的

-r:4-
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公平性,影鳴了工巻数益的泉拝.I

カ了港一歩発揮紅旗渠津区工程数益-･,儀高

鎗配水管理決策的准璃性和可皐性,改善管理人

兵曹葡条件,車高漣区現任化管理水平,カ全国

津区奥行百葡他管埋濃償盤鍵,奄津区内研倒白

歯食管理系鏡具有十分重要的意又o

甘対案魂息干葉葉音及管理所共9十蕗的水

位､液量畠歯並潮;卦永峰一千渠､ニ干葉及三

千渠剛て虐周自粛准尉;分水峰､合湘鉦英虹涜

囲十色ふ古的蒸オ盟祝-,実現常永津涜示苑小区的

土壌葡窟白歯盟粛_;奄局中心韓実現玖上金津区

水夫衆･1∴削1虚聞溌祝､一水色韓工偉溌苑的大

慶寺展示,完成薄佐引配水健化濁度軟件至赤各

自葡1^t攻伸助研潮牙食･,建僚覆畳食滞区的亀常

/偉数元観週艶同格｡

由､満藤庫希薄瀬,増加濁音能力

津区現巳建戒q境港替瓜M促萌草小型l英､

水庫3塵,兵科摩容328,方m3,小型ⅠⅠ共水庫45座,

其･対席摩94書方m3,塘堪346座,実利庫野人I104

万皿9,典甘共和庫容2381方血3,由子大部分渉帝

声量或力半救チエ雀,日常共利庫容収1500万

-

5-
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血3･甘潮根治庫勝100座;全部建封現有工雀助
薬科庫容｡

上迷工程各部完成者要用土石方27.A,2方㌔,

装碑石丑･8万n8,渡朱療或朝薪凌13. 6一二6万m3,教

資13L85-:9,5'元,卑官永可連4･008方ms.

紅旗菜淳一区管理局

-九九大草十二月十九月

貯･:
･鉦凍栄藤隆加冒高教す水項盲概算表

-

6
-

-
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(翻訳) ｢紅旗渠濯漉区危険排除･施設強化･高能率節水デE]シ●ェクト計画｣

紅旗渠濯淑区は河南省西北部大行山区林州市境内に位置し､西は太行山主山脈の東縁を境

とし､東は安陽県境に至り､南は棋河港概区に達し､北は濁章河に近く､濁章河を主要水

源としている｡工事建設は1960年から始まり､ 1965年総幹線用水路が開通し､ 1966に第一､

第二､第三幹線用水路が完成しました｡潅概区の支配港淑面積は1,374k皿2､設計潅概面積

は47. 2万ムー(1ムー=100m2)実際濯概面積は54万ムーである｡潅慨区内の用水路配置は幹線､支線､

溝線用水路の三級に分かれている｡長さ70.6k皿の総幹線用水路が一本と第一､第二､第三

及び英雄幹線用水路､紅英幹線用水路漸南幹線用水路､紅英南､北サブ幹線用水路など全

長233. 5kmの9本の幹線用水路､サブ幹線用水路が設置されている｡支線用水路は51本で全

長524. 2kmである｡一溝線用水路は290本で全長697. 3kⅢである｡澄渡区には貯水ダムが396基

あり､その内:中型ダムが2基､この企画有効貯水容量は10,510万m3である｡ ′J､型･類ダム

は3基､小型･類ダムは45個､溜め池､堰は346基､これ等の企画有効貯水容量の総容量は

2,381万m3｡港概区には14の郷鎮と447の村落があり､これ等のダムは､ 60万人の人々と27

万頭の家畜の飲用水及び50個の小型水力発電所､市､郷､村の工業用水の供給をも兼ねて

いる｡この潅概区は導水､貯水,排水､澄渡､発電などの能力を総合利用しようとする一

つの大型港淑区である｡

この工事は国民経済が困難な時期に始められたものであるので､先天不足な部分も数多

く残されているし,それに加えて30年の運行を経たため､濯概区工事は超過服役と故障に

悩まされながら運行を続けているのが客観的な事実である｡しかし､上級の各関係部門の

大々的な菜持の下に､ 92-95年､既に総幹線用水路と部分工事に対して技術改革を行ったo

その結果,歴然とした節水効果を得ることが出来た｡

しかし､技術改革は総投資の制限を受けたため､工事に取り残された隠れた弊害はまだ

非常に多く､危険区域では､直接送水に影響を与える｡総幹線用水路は山腹に沿って設置

されていて､大部分は開渠で､工事を建設した当時は､賃金､材料の欠乏のため建設基準

も低いうえに､品質も悪く､高い盛り土の用水路岸の地盤は石積みで､用水路の側壁は結

合モルタルによる石積である｡一部の用水路は傾斜地の軟弱地盤或いは地滑りが起こる｡

94年末までに総幹線は既に18回も決壊している｡用水路の決壊は直接送水に影響を与える

ばかりでなく､用水路に沿って存在している数多くの村落は､その下方にあり,一旦事あ

る時は村落､土地､樹木を押し流し人民の生命財産を危険にさらし､安全を脅かすことに

なる｡溝を渡る橋桁下の排水溝は洪水期になると､土石流によって塞がれる事がしばしば

あり､これは非常に深刻な問題である｡しかも､紅旗渠の水源も日毎減少しつつあること

は､林州市の国民経済の発展を抑制する重要な要素である｡この港概区は1965年濯概を開

始して以来､ 80年代の初期に至るまでの年平均送水量は､ 3.2億m3であった｡ (盤陽ゲート
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で計る｡以下同じ｡ )この量は､当時の農業澄渡と人畜の飲用水の需要を基本的に満足する

ことが出来たが､ 80年代以降､農業､工業の発展に伴い､水の需要量が大幅に増え､章河

上流水の開発利用の結果､我が港概区の導水量が明らかに減少し､効果と利益も甚だしく

低下した｡

91-94年の年平均導水量は僅か1.4億しかなく､供給と需要の開きが大きくなり､紅旗渠

澄渡区は新しい水源危機l羊直面している.そのために､幹線用水路の工事に対して弊害除

外､強化､全面的の漏水防止､水の最適化調整､自動化管理の実施､大々的に節水型の工

事などを行い､積極的に節水濯概新技術を普及することは､情勢から見ても避けて通るこ

とは出来ないものである｡

1.総幹線用水路の弊害除外と強化､第一､第二幹線用水路の浸透と漏水防止

紅旗用水路の総幹線外壁は石積み脱離と用水路の老化が原因で､目下のところ､一部の

用水路側壁の漏水のため､この用水路に沿った村落の安全に､危険を及ぼす区間の長さは

2万mもあるが､その外壁を全部鉄筋コンクリートで固め漏水を防ぐ手段をとり､また､洪

水を排水する際､流れが悪く､塞がれやすいパイプガルベ-トは取り除き､防洪橋の架設

に切り替え､用水路岸の勾配が比較的大きく､土砂崩れの起こりやすい区間の用水路は､

塞がれやすいので開渠を暗渠形式に換える方法をとる｡

紅旗渠の第一幹線用水路は分水嶺から合潤まで,全長39. 7km､濯概面積は35. 2万ムーで､

分水嶺から馬店東に至る第二幹線用水路は全長47.6km､港液面積は11.6万ムーである｡目下

のところ､この二本の用水路の床部は老化のため､漏水が激しいので､全部を暑さ10cm､

150kg/cⅡⅠ2のコンクリート張り固め工を行い洪水防止に備える計画である｡

2.節水工事及び節水港蔽技術

紅旗渠の水源は日毎に減少し､港概の効果と利益は年々下り坂を仙っている｡ 1995年､

実際港概面積は24万ムー(設計面積の僅か50%を占めるに過ぎない)である｡これは林州市の国

民経済の発展に重大な影響を及ぼしている｡この為には､紅旗渠潅概区に於いて節水型工

事と節水漕艇技術の普及により､単位水量の効果を向上させることは緊張した水資源を緩

和するための重要な方法の一つである｡

計画としては､濯概区のダム､溜め池の港慨範囲内に於いて､別々に下記の措置を講じ

る考えである:

1.スプリンクラー港概､ 2万ムー

2.低圧パイプ送水 20万ムー

3.マイクロスプリンクラー潅概 4万ムー

4.点滴潅概 3万ムー

-
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3.紅旗用水路潅概区の自動化管理

長期間に於いて､紅旗渠港概区は我が国の大部分の濯概区と同じように､管理方法及び

手段の面で立ち遅れていて､基本的には手動測量に依存し､経験に頼って決策し､その場

でゲートをコントロールする方法を取ってきた｡このような管理手段の応用は､全港概区

系統のパラメーターの把握が不完全であることと､操作人員の行為の偶然性などの原因で

往々にして操作ミスをもたらす結果となる｡また､測量データの読み取り誤差のために､

送水及び配水能率が低いなどの弊害を引き起こすことにもなる｡これ等は結局､科学性､

信悪性､機動性に乏しいことと､水量授受の不公平性が工事の効果と利益の発揮に影響を

及ぼしている｡

紅旗渠濯概区の工事の効果と利益を更に発揮するためには,送水と配水の管理決定の正

確性と信悠性の向上を､そして管理人員の労働条件の改善と港概区の近代化水準の向上を

計り､全国港淑区の自動管理の実施のために経験を提供し､港概区内に於いて自動化管理

系統を開発することは､重大な意義を有するものである｡

総幹線用水路と管理所の併せて9箇所のステーションで水位､流量,自動監測を実現す

る計画である;分子嶺第一､第二幹線用水路及び第三幹線用水路ゲートの開閉オートコン

トロール;分水嶺､合澗紅英合流地にある二箇所の発電所に対してゐ遠隔監視;節水港概

モデルミニゾーンの土壌湿度の保持状況の自動監測;局のセンターステーションにて以上

の全港概区の水耳データ､ゲート開閉状況,水力発電所の稼動状況を大型スクリーンに顕

示する計画を実現し､濯概区の導水､配水最適化の調整から事務室自動化に至るソフトの

開発を完成させる;ぜん澄渡区の通話､無線電信伝送ネットワークの建設を実現させる｡

4.ダム､溜め池の漏水を始め､貯水調整能力を高める

現在､濯慨区は｢長藤結爪｣のように建設されていて､小型･類ダムが45基､有効貯水

容量は949万m3､溜め池が346基､有効貯水容量は1, 104万m3､これらの有効貯水容量の総容

量は2,381万m3である｡しかし､その大部分は､浸透,漏水が甚だしいか､或いは未完成工

事のため､目下のところ､有効貯水容量は僅か1,500m3であるo今後の計画としては､ダム､

溜め池100基の治漏水の強化を計り､その全てが工事の有効貯水容量に達するように力を入

れる｡

上記の工事を全部完成するには､土石量が27.2万m3､モルタル石積量が2.8万皿3現場打ち

コンクリート或いは鉄筋コンクリートが13.66万Ⅲ3必要となる｡投資額は､ 13,059万元で､

年節水可能量は4, 000万m3に達する｡

紅旗渠潅概区管理局

1996年12月19日
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2. ｢林州市美子建凌高科技苛水域苑工程情況的1;E根｣

1997年1月 林州市水利局

(翻訳) ｢林州市ハイテク節水モデルプロシ～ェクトの状況報告｣
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林州市美干連投高科妓苛水斌罷工程

情況的･]-E捜

-,立項簸由:

蘇.･111地史太舟山森鹿,全市息帝教2046平方谷旦,

鼻中山丘区面裁1758子方!,i旦,占85. 9%,鼻軌7ネタ

鏡,息人口1~0~0方,永並へロ88方,耕地面叡■79･49万

古.蘇卵地理条件韓殊,水練奇故,十年九阜oカ解央

放水,蘇州人民凡十キ各キ不正,修果､建水庫､塩辛

弁､
11T深井,共産ラー大粒郎I3エ雀,使放水車席巻-

え零度上希到了象解1.九十年凧以東,由子食気侯草国■

貴幼者鳴,琴南費え戒.,逢凡キ平均降雨･15L65嘩泉,･

比以常多早手均降雨貴700･ 8竜泉減少了50多毛泉o仝･

す人民助命賂一致湊果約引水普也経ええ或,昇一年

内多改新流,鼻骨音水工費青木貴不及入十キ残平均書

的1/ 3Q日菌仝官有政孝洗面喪49, 32方宙,ぬ養え吋

減少近10方宙,鼻中子務倦吹田19･8方南,･人均収0.･22

宙,埠以像韓坐す人民幼生蕗o..革九甲キ布令草木資源

逸符的涛如飼養常･71r,木骨渡息貴カ10.ヰ31'乙五泉,而

_
l

_▲
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多年平均可利用貴収絶多,人均胡有草色2･50五泉,哀

全国､各省乎均値呈出卑多｡

操屠蘇州帝LE九五M叶野本増d10年食通親潮,施者

塵界的決逸見農,舟木特需求貴也逢年増れ盤分析叶

昇到2000年(io%保漣阜)年数如24柁五泉, (76%保

革卑)キ故水1. 61危五泉.

由此可み:泉州不収辻碁敵水,現在道政永,希東

胡鮭鉄水｡ P善政永e.長潮鈎練州各項事並及及釣瓶頚

析卓,解央敏*･依鉄泉射叫均一伴え事.息籍以後治水

的卑箪裁潮,啓一韓出鼻鹿足牙渡鳥軍法孝皐,_希鹿蕗

州及月岡地区水資源年率,鼻水姓名太丈膏上,或飢必

頗下大力色麻央好奇木与予水注丙十臭鍵同塵,尤鼻産

直水密凍賢数的え背景下,え草本え蕗旦希準東鵡書

鼻,趨泉萄必鼻o

二､斌罷工程点概況::

凍兜耳鼻､帝政府的客体布者,骨希藤州水資源.PE

貴慮乏的現状,成約鼻建俊一鍵高科腹帯水域菟工費,

i･亀鍵盤沓碑最盛上,仝す鼻大帝春草f-
,カ争5･.1本せ

免丸全車草本奇癖速軸o万宙,占到有故率硬面叡碕

80%以上｡常省碕本書絵像狂風有準洗面顔連呼硬水

れ膚軒え軌o万古,度合市有政孝洗面裁迭到勧o才

一- 2
--
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宙,増加楓食j子-方谷斤o
猿務逢ケ藷阜愚観象克卦飼@,鼠鼻卦軌浄草

庵浄合併具各鳴魂帝卓上丘､弁院､萌客足､桑臥親

衛鎮西阜､弁湾､水車鼻七,>舟嵐舟逸釣銭乱息.

`破却多申,>舟住子或鼻盆地的南串和西南私兵有

人ロ0･ 7才人,地形子盤､土地敦Ra汲,耕地面叡1方

宙,有数凍洗面叡0･ 7方青,
･帝楓偉助以小麦玉東力

主,凄親水嫁力地下水奉女鹿果水,鼻有既成)れ如

晩,水庫8慮,客如c6ネオ｡

娩村儀的三十村位テ塊村盆地卑恥克行山釣下,

埠彩轟俵救え,カ山丘区,土地亀倉各.藤池面如. 8

方奇,紅顔果-千隻恵山逢布達,翼下鼻水洩軌巣上

身草地o水鏡地面如･4方青,以帝楓小麦､玉東力

主,見渡食伸助区o草地面承也鼻o･.p4万毒,凄以革

果､観象､鹿執筆尊卑偉物力主o果下修建郁摩各軸･

方立身碑水庫｡
_以上村産衣好礎洗偶力偉観え本渡確方

式,冬管e}硬此翰氷果遭2･ 4方泉,
_@包占各級翰氷果

息毅郎o-%,水的利用系数&o･強者,本務浪費P

卓o千早季予水練不JK,偉劫迭不朝廷吋韓*, i:貴不

惑｡近凡手,逢凡十希葬儀企並†タト由建筑並及冬草

逮,集倦象済各件後発,郵金環鮭鼻暴政阜現有水利像

-

Hij-
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施,軒え密漁面軌最高･紬F貴o養子上述館孔,象

多才鎗年,耳鼻､政府内奮発鶴見逢七十村敢為高科鼻

骨水域定点｡

三､エ毒苛水技:村費施観潮:

新奇各村地形,地象､水練,偉物帝塩草嫁苑,本

音国埠潮宜的原則逸葎常永嵐阜凍式｡腐令妹州乾凡手

見及草水準洩碕産金,象蛮地勘畢,玖J5上底､井既,

衷tz?率親身家斉水,故親潮返丙十札痘以産後太田噴率

力主,管壊身輔;胡家産､桑園地銀虹濃果一千果下,

共有5座水庫,弟此奴朝廷丙十封足利用水庫底力,全

部建鹿骨摩;西辛､井湾,氷河三村女鹿果一手果以上

轟地多軒並象務蘇,.軸瓜虹凍果農水,建音水泡,

鮎建武滴壊和親噴率鹿,果下耕地測線藤水庫底力大

小,建武噴硬和菅準｡

錦上蹄準'容体風刺是:重液高槻草木面教養1.

5方宙･･鼻中噴壊o･2方音,督壊o.9方音,靖壊o.3方

壱,徴噴藩o. 1方青｡

四､投資佑算和魚島分析:

猿蕗タト池本或卑近JL早産及草本工笹時政凱噴韓

冬着軌oo晩,稀薄卑青800ji,徴噴確毎春川見,管

礎毎春300克由後納昇,鮒工費息故哀去Iio方克｡軒て泌
-

4 -
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赦盈キ算:赦盈今力三え簸,一旦国連吋率渡尊者

港増,flOO!2i斤(小鼻､五泉南勢.,手樽jB150方谷斤,

小麦､阜泉混合併呑/2i斤#l.挽鼻_.年増加女鹿195方

元oニ見辛省水草政市屯幼8万度,毎度屯o. 41克,辛

草色3･ 2方克?三貴因管理方便,尊者砲手減少適地周

エ0･叶,金手鼻骨省エ0･･955十,孝二凍1晩翠,辛

予約資郵･ 55Jilo与項数違令井草207･巧ん
ヰ亀有費斗鼻:噴率率費用20/兄青･阜,菅率カ

1挽/音･阜o故登十工費阜直行費用カ25.与方克｡

象済分解:-静姦放資甲牧牛隈カ3, 13キ,農政盈系

薮カo. B2｡

土笹薮盤昇寿如-o牛乳塵昇級朝阜如o7i刺キ

草薮盈カ128･吉9方元,盈本地如･ 62,象希内申回収車

カo･ 3o串轟由晩年隈カtl.紬キo

由上身新平b :

,エ翠赦最長鼻音申,
･布令投資少､

風教快的原殉,建奴冬快主項,子珂牙エ,早巧風致.

林州す水S,)局

丁九九七与ぇ月

-･-
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(翻訳) r林州市^イテク節水モf'ルフoE]シ●工クトの状況報告｣

1.案件の経緯

林州市は､太行山の東部に位置し､総面積2,046km2である｡その内､山間面

積は1,758 km2で､総面積の85.9%である｡全市には17の郷鎮があり､総人口は

100万人､農業人口は88万人で､耕地面積は79.49万畝である｡林州の地理条件

の特徴は,水不足が深刻で, 10年の内9年は皐魅に見舞わている｡水不足問題

解決のために､林州の人民は数十年に渡り､水路やダムを建設したり､井戸を

整備したりして､数多くの水利工事を完成させ､水不足問題はある程度改善さ

れきた｡しかし､ 90年代に入ると､気候等の原因で降雨量が激減し､ここ数年

の平均年降雨量は僅か650m皿で､以前e)平均年降雨量700.8Ⅲmより50mm余り少な

くなった｡全市人民の命脈である紅旗渠の配水量もそれに相侯って大きくし減

少し,しかも､年間数回の断流も生じている｡また,その他の貯水施設の貯水

量も80年代の平均貯水量の3分の1にも達していない｡今現在､全市の有効潅

概面積は49.32万畝で､最大港慨面積当時より10万畝も減少した｡水不足と関係

なく収穫が確保できる農地は19.8万畝で, 1人当たり僅か0.22畝であり､全市

人民の生活の確保もできない状態にある｡

94年に行われた全市水資源に関する詳細調査評価によると､水資源の総量は

10.43億m3あるが､平均年利用可能量は1億余りしかなく､ 1人当たり水資源量

は僅か250Ⅲ3しかない｡全国､或いは全省平均値よりだいぶ少ない｡

林州市の｢九･五｣計画及び2010年長期計画により､経済の快速な発展に伴

い､水の需要量も年を追って増加する｡分析計算によると､ 2000年(50%の保証

率)には年間水不足量は0.243億m3になり､ (75%保証率)では1.61億皿3になる｡

以上で見てきたように､林州は､過去､現在､将来に渡って水不足問題が存

在する｡深刻な水不足は､林州における各分野の発展制約のネックになってい

る｡水不足の問題解決は依然として林州の取り掛かるべき重要な問題である｡

今までの治水の経験と教訓に鑑み､唯一の対策は水源の開発と節水を同時に推

し進めていくことである｡林州及び周辺地域の水資源の状況から見て､水不足

問題解決には貯水と節水という二つの重要な対策に全力を尽くさなければなら

ない｡特に､水資源の乏しい背景においては､節水の問題の重要性が益々高ま

ってきている｡

2.モデルプロジェクトの概要

市政府の全体計画に基づき､林州市水資源の乏しい現状に鑑み､幾つかの新
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技術節水モデルプロジェクトを整備することが必要であり､このようなモデル

事業の経験を踏まえ､全市に普及させる｡本世紀末に全市にある節水面積40万

畝にし､有効潅概面積の80%以上を.占めるまで近付かせる｡節水できた水量は､

現在の潅概面積に適時な潅概を満たす他に､潅概面積を10万畝拡大し､全市有

効潅概面積を60万畝に引上げ､食糧を3千万kg増産させる｡

この指導方針に基づき､十分な調査や分析を通じて､条件が具備されている

城郊郷上庄､井院､胡家庄､桑園及び挑村鎮西豊､井湾､水河の七村をモデル

工事の対象村として選ぶ｡

城郊郷の四つの村は､城関盆地の南部と西南部に位置し､人口7,000人､地形

は平坦で､地力も肥沃､耕地面積は1万畝があり､有効潅概面積は0.7万畝｡植

え付け作物は主に小麦､トウモロコシである｡潅親水源は地下水と紅旗渠の水｡

深(浅)機械井戸5ケ所､ダム3ケ所があり､貯水容量10万m3である｡

挑村鎮の3村は挑村盆地西部､太行山の麓に位置し､地形の起伏が大きいの

で､丘陵地帯に属し､地力も貧しい｡耕地面積0.8万畝､紅旗渠のある幹線水路

が山沿いを通る｡主な作物は小麦,トウモロコシである｡この地区は食糧作物

地区である｡畑面積も0.4万畝があり､りんご､栗､花轍等の換金作物が主であ

る｡水路の末端には容積5万Ⅲ3のダムが2ケ所整備されている｡以上の村の農

地潅概は､伝統な大水蔓潅方式を取っており､ 2.4万Ⅲの送水路はコンクリート

化されていたが､各種送水路全体の40%しか占めていないので､水の利用係数は

わずか0･5前後であり､水資源のロスが深刻である｡乾燥季節では水源が不足し､

作物に適時な潅概ができなく､生産量が不安定である｡近年､これらの村では､

郷鎮企業や他地区-の建築業が急速に発展し､村の経済状況は比較的良くなり､

現在の水利施設の改善を通じて､潅概面積を拡大し､農業生産を高める期待が

強くなってきている｡このような情勢に鑑み､各方面で検討した結果､この七

つの村を新技術節水モデルプロジェクト対象にすることが市政府に認められた｡

3.プロジェクト節水技術計画

各村の地形､水源､作物作付け等の状況に踏まえ､地元の状況に適した節水

技術を選ぶ｡近年､林州市の行った節水潅慨の経験や現場調査に基づき､上庄､

井院の農地潅概は深井水の利用とする｡従って､この二つの村は､大面積の噴

水潅概を主にし､パイプ潅淑を補助とする｡胡家庄,桑園は紅旗渠の幹線水路

の下流に位置し､ 5ケ所のダムがあり､従って､この二つの村は､ダムの圧力

を利用して全部パイプ潅概にする｡西豊､井湾､水河の三つの村の紅旗渠の幹

線水路の上流に位置する畑は､換金作物が主であるので､紅旗渠から揚水して

貯水池に入れ､点滴潅慨やマイクロ潅概にする｡幹線水路の下流に位置する農
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地は､ダムの圧力度合いに応じて､噴水潅概やパイプ潅概にする｡

総じて､全体計画としては､新技術節水面積1.5万畝を整備する｡内訳は噴水

潅概0.2万畝､パイプ潅概o.9万畝､点滴潅概0.3万畝､マイクロ潅概o.1万畝で

ある｡

4.投資概算と収益分析

他地方と我が市の近年の節水工事の投資状況に基づき､噴水潅概畝当たり1,

000元､点滴潅概畝当たり800元､マイクロ潅概畝当たり500元､パイプ潅概畝当

たり300元で投資概算すると､モデルプロジェクト全体の総投資額は570万元に

なる(労働人件費を含まない)0

収益計算:収益は三部分に分けられる｡第一部分は､適時な潅概ができるこ

とにより､畝当たり増産量が100kgで(小麦､トウモロコシニ毛作),年間増産量

は150万kgになる｡小麦､トウモロコシの混合価格kg当たり1.3元で換算すると,

年間の経済増収額は195万元になる｡第二の部分は､年間の節水による節電は約

8万kwで､ kw当たり0.41元で計算すると､年間節電による経済収益額3.2万元に

なる｡第三の部分は,管理の便利さから畝当たり年間節約労働力が0.5日になり､

全部で0.95万日が節約でき､労働力一日当たり10元で換算すると､年間節約資

金は9.5万元になる､三つの部分を合わせると､ 207.7万元になる｡

年間運営費の計算:噴水潅概費用年間畝当たり20元､パイプ潅親牛間畝当た

り15元､従って､プロジェクト全体の年間運営費用は25.5万元になる｡

経済分析:静態投資回収年限は3.13年である｡総収益係数は0.32である｡

工事の経済寿命が20年で計算すると経済報酬率は0.07となり､年間純収益は

128･39万元で､収益対コストの比は2.62であるo 経済内部回収率は0.3である｡

動態回収年数は3.65年である｡

以上の分析から分かるように､プロジェクトの収益は明白であり､投資が少

なく収益が高いという原則に合致し､できるだけ早く計画に乗り､早く着手し､

早く収益する｡

林州市水利局

1997年1月
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